
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

No. 指標名

E-mail

実績 実績 推移

R5年度

目標値

達成

状況
目標値設定理由

R4年度

見込値 推移

・県では、コロナ対策の推進に当たり、医療、社会経済分野の２つの有識者会議を開催

  このうち、危機管理部では上記会議を所管

・法律、県民生活、経済等の各分野に関する有識者や市町村関係者等から意見を聴取

事業番号 01 02 01 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

新型コロナウイルス感染症の感染の波が繰り返されており、高齢者や基礎疾患のある方を始めとした県民の健康リスクや社会経済活動

への影響が生じている。

県民生活や県内経済への影響の最小化を図るため、有識者等の意見を踏まえ、新型コロナウイルス感染症対策を総合的に推進する。

○「生活経済対策有識者懇談会」の開催

単位
R2年度 R3年度

①

③

事　業　名 新型コロナウイルス感染症対策事業
部局 危機管理部 課・室 消防課新型コロナウイルス感染症対策室

実施期間 R2 ～ corona-taisaku@pref.nagano.lg.jp

②

決算額

年 数値

R5年度
（予算案） 238 238

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計 うち一般財源

238

（要求） 4,021 4,021 4,021

区分
予算額

予算要求からの

主な変更点

・生活経済対策有識者懇談会について、過去の実施状況や今後の見通し等を考慮し、事業費を減額

・人流データについて、感染力が強い一方、重症化しにくいオミクロン株の特性を踏まえ、強い行動制限を行う可能性が低くなり、

  昨年度に比べて人流データの需要が減少したことから、予算計上を見送り

R3年度 44,660 4,933 93,273 142,866 0

R4年度 0 10,907 0 10,907 0

充実した医療・介護提供体制の構築

目標

年 数値
No.

1-5②

施策分野（施策の総合的展開名）
年 数値

直近３か年の状況

年 数値

　

単位達成目標（指標名）

該当なし

生活経済対策有識者懇談会
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R5年度

当初予算

R4年度

当初予算

R3年度

当初予算

（予算案）

事　業　名 新型コロナウイルス感染症対策事業

事業番号 01 02 01 細事業一覧（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

1

細事業

No.
細事業名

新型コロナウイルス感染症対策事業

No.

1

（要求）

千円

4,933 10,907

千円 千円

238

4,021

部局 危機管理部 課・室 消防課新型コロナウイルス感染症対策室

令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

法律、県民生活、経済等の各分野に関する有識者や市町村関係者等で構成され

る有識者懇談会を開催

開催予定：年４回（会議：２回、会議（書面）：２回）

直接

細事業を構成する主な取組

生活経済対策有識者懇談会の開催

実施方法
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